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目
覚
め
る
と
今
朝
は
と
っ
て
も
良
い

天
気
、
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
だ
。

11
月
23
日
（
祝
）
JR
天
王
寺
駅
か
ら

大
和
路
線
の
快
速
で
20
分
、
JR
王
寺
駅

で
下
車
。

大
阪
い
ち
ょ
う
の
会
メ
ン
バ
ー
15
名
が

藤
田
さ
ん
ご
兄
弟
の
案
内
で
、
奈
良
県

北
葛
城
郡
北
端
に
位
置
す
る
町
《
三
室

山
～
吉
田
寺
（
き
ち
で
ん
じ
）
～
龍
田

神
社
～
竜
田
公
園
～
JR
王
寺
駅
》
の
コ
ー

ス
を
巡
り
歩
く
。

全
8
Km
程
の
平
た
ん
な
コ
ー
ス
で
あ

る
が
少
し
上
り
坂
も
あ
る
も
の
の
、
平

安
時
代
の
歌
人
・
在
原
業
平
や
能
因
法

師
の
歌
な
ど
、
多
く
の
和
歌
に
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
特
に
能

因
法
師
の“

嵐
吹
く

三
室
の
山
の
も

み
ぢ
葉
は

竜
田
の
川
の

錦
な
り
け

り
”
と
詠
っ
て
い
た
が
、
大
阪
も
通
過

し
た
台
風
21

号
の
影
響
か
？
歌
碑
が
あ

る
麓
は
通
行
禁
止
に
な
っ
て
い
た
。
山

と
い
っ
て
も
標
高
82
ｍ
で
、
平
安
時
代

と
は
違
い
今
は
も
み
ぢ
よ
り
桜
木
が
多

く
、
春
に
は
桜
が
美
し
い
で
あ
ろ
う
と

思
っ
た
。
三
室
山
の
裏
に
は
在
原
業
平

の
歌

碑
が

あ
り

、
古

く
か

ら
の

詠
歌

“

千
早
ぶ
る

神
代
も
き
か
ず
竜
田
川

か
ら
く
れ
な
い
に

水
く
く
る
と
は
”

が
あ
っ
た
。

コ
ー
ス
に
戻
り
、
吉
田
寺
に
向
か
っ

て
歩
い
て
行
く
道
標
が
「
花
小
路
せ
せ

ら
ぎ
の
道
」
と
な
っ
て
お
り
、
も
う
一

つ
の
道
標
に
は
「
当
麻
街
道
せ
せ
ら
ぎ

の
道
」
と
標
示
し
て
あ
っ
て
、
法
隆
寺

か
ら
當
麻
寺
へ
向
か
う
信
仰
の
道
が
斑

鳩
町
南
の
方
に
残
っ
て
い
る
。

町
中
に
は
な
い
広
々
と
し
た
田
園
風

景
を
眺
め
な
が
ら
地
元
の
果
樹
農
家
が

梨
園
の
剪
定
作
業
を
さ
れ
て
い
る
の
を

後
に
し
て
、
吉
田
寺
の
前
を
過
ぎ
竜
田

神
社
へ
と
進
む
。
因
み
に
、
吉
田
寺
は

俗
に
「
ぽ
っ
く
り
寺
」
の
名
称
で
親
し

ま
れ
年
配
者
が
多
く
参
拝
す
る
寺
で
あ

る
。
勿
論
我
々
も
参
っ
て
も
よ
か
っ
た

の
だ
が
、
今
日
は
寄
り
も
せ
ず
素
通
り

し
た
。

龍
田
神
社
は
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
社

で
旧
社
格
は
県
社
、
境
内
南
西
の
蘇
鉄

は
県
指
定
天
然
記
念
物
と
の
こ
と
。

当
日
は
子
供
の
成
長
を
祝
っ
て
感
謝

の
祈
願
を
行
う
親
子
に
幾
組
も
出
会
い
、

佳
い
日
で
あ
っ
た
。
神
社
の
手
水
舎
の

水
口
が
鶏
で
あ
っ
た
の
で
、
龍
田
神
社

に
合
わ
せ
て
竜
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

あ
と
で
調

べ
て
み
る

と
鶏
は
神

様
の
御
遣

い
ら
し
い
。

龍
田
神

社
参
拝
を

終
え
、
昼

食
の
場
所

で
も
あ
る

竜
田
公
園

へ
と
向
か

う
。
竜
田

川
沿
い
に

整
備
さ
れ

た
遊
歩
道

を
進
む
。

川
に
は
大
き
な
鯉
も
泳
い
で
い
て
時
々

足
を
止
め
て
鯉
に
見
入
っ
た
。
竜
田
川

は
生
駒
市
内
か
ら
平
群
町
内
を
流
れ
、

斑
鳩
町
内
で
大
和
川
に
合
流
す
る
一
級

河
川
で
あ
る
。

紅
葉
の
名
所
で
も
あ
る
竜
田
公
園
は

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
紅

葉
映
え
る
竜
田
公
園
の
中
心
部
で
一
同

昼
食
タ
イ
ム
を
摂
っ
た
。

お
弁
当
に
舌
鼓
を
う
っ
た
あ
と
お
腹

も
落
ち
着
き
リ
ュ
ッ
ク
も
軽
く
な
り
、

さ
ぁ
～
最
終
の
コ
ー
ス
JR

王
寺
駅
ま
で

あ
と
少
し
で
あ
る
。
竜
田
公
園
を
あ
と

に
し
て
国
道
25
号
線
に
沿
い
、
王
寺
駅

に
無
事
到
着
し
て
本
日
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
終
了
し
た
。

藤
田
さ
ん
兄
弟
に
感
謝
し
ま
す
。
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
い
に
し
え
の
都
ハ
イ
キ
ン
グ
記
～

仲
村
光
子
（
此
花
区
）

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

～

三
室
山
・
竜
田
川

～

ナルク（ＮＡＬＣ）１２月号付録

竜田公園前の竜田川で

龍
田
神
社
前



秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
10
月
30

日
（
火
）
、
地
下
鉄
「
鶴
見
緑
地
駅
」
に
集
合
し
た

31
名
の
参
加
者
は
、
約
20
分
歩
い
て
、
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
少
し
早
め
に
着
い
た
の

で
、
時
間
待
ち
を
し
て
11
時
か
ら
広
場
に
入
場
し
ま

し
た
。

そ
こ
か
ら
皆
で
手
分
け
し
て
肉
や
野
菜
の
調
理
に

と
り
か
か
り
、
準
備
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

四
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か

れ
て
の
「
焼
き
肉
宴
会
」

の
始
ま
り
で
す
。

屋
内
で
の
宴
会
と
違
っ

て
や
は
り
青
空
の
下
で
ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー
煙
を
立
て
な
が

ら
お
肉
を
焼
く
と
、
気

分
も
爽
や
か
で
食
欲
も

旺
盛
に
な
り
ま
す
。
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
、
焼

き
立
て
の
肉
や
野
菜
を

口
に
す
れ
ば
、
ど
の
テ
ー

ブ
ル
で
も
会
話
が
大
い

に
弾
み
、
笑
い
声
が
あ

ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し

た
。こ

う
し
て
約
２
時
間
楽

し
く
す
ご
し
て
、
用
意
さ

れ
た
材
料
も
食
べ
尽
く
し
、

お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
皆
で
記
念
の
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

解
散
後
は
、
各
自
思
い
思
い
に
「
咲
く
や
こ
の
花

館
」
や
「
風
の
丘
」
な
ど
、
広
い
公
園
内
を
散
策
し

て
、
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

斉
藤
一
志
さ
ん
（
城
東
区
）
を
始
め
、
世
話
役
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

例

年

我

が

日

本

国

内

で

は

、

11

月

は
芸

術

・

文
化
の
月
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ

こ

数

年

、

北

拠

点

で

は

毎

年

こ

の

月

に

な

る

と

同

好

会

で

の

日

頃

の

成

果

を

ご

披

露

す

べ

く

、

会

員

諸

兄

の

「

作

品

展

」

が

開

催

さ

れ

て

き
ま
し
た
。

南
拠
点
の
旧
事
務
所
に
は
望
め
な
か
っ
た
広
さ
を

有
効
活
用
し
て
の
開
催
で
す
。
先
月
11
月
も
「
5
日

～
30
日
」
の
間
「
い
ち
ょ
う
の
会
作
品
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

出
展
同
好
会
と
し
て

①
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
、

②
絵
手
紙
同
好
会
、
③
俳
句
同
好
会
、
④
手
編
み
同

好
会
、
⑤
オ
モ
チ
ャ
作
り
同
好
会
、
⑥
手
芸
講
習
会
、

等
で
、
加
え
て

⑦
個
人
旅
行
記
、
の
7
分
野
で
の

力
作
類
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
甲
乙

つ
け
が
た

い
素
晴
ら

し
い
出
来
栄
え
で
、

事
務
所
の
壁
と
机
い
っ

ぱ
い
に
掲
示
さ
れ
、

展
示
即
売
品
も
用
意

さ
れ
て
い
て
展
覧
に

来
ら
れ
た
会
員
は
そ

の
内
容
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

会
期
中
「
作
品
展
」

に
訪
れ
た
人
は
約
50

人
強
で
、
備
え
付
け

の
ノ
ー
ト
に
一
言
感
想
を
記
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
決

し
て
お
世
辞
で
は
な
く
、
「
感
動
」
「
感
激
」
「
丹

精
込
め
て
」
「
み
る
た
び
に
上
達
」
「
心
温
ま
る
」

な
ど
の
記
載
さ
れ
た
言
葉
に
素
直
に
う
な
ず
く
ほ
ど

の
出
来
栄
え
で
す
。

今
年
見
逃
さ
れ
た
会
員
は
来
年
是
非
と
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

健
康
麻
雀
は
頭
や
手
先
を
使
う
の
で｢

認
知
症
予

防｣

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、｢

楽
し
い
ナ

ル
ク｣

を
進
め
る
活
動
の
ひ
と
つ
で
、
会
員
増
に
も

繋
が
り
ま
す
。

最
近
、
会
員
の
友
人
で｢

麻
雀
を
教
え
て
ほ
し
い｣

方
が
少
し
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
健
康
麻
雀

初
級
教
室
は
毎
月
１
回
の
開
催
で
し
た
が
、｢

月
１

回
で
は
覚
え
ら
れ
な

い
の
で
開
催
を
増
や

し
て
ほ
し
い｣

と
の

要
望
が
出
て
き
ま
し

た
。そ

こ
で
、
今
後
し

ば
ら
く
は
下
表
の
開

催
に
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ル
ー
ル
を
習
得

す
れ
ば
、
教
室
で
は

な
く
同
好
会
へ
の
参

加
と
な
り
、
開
催
内

容
を
再
検
討
し
ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

世
話
人(

記)

「
い
ち
ょ
う
の
会
作
品
展
」
開
催

健
康
麻
雀
初
級
教
室
・

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会

便
り

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

作品に見入っています

和
気
あ
い
あ
い
と

綺麗に展示されて



花
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
に
似
て
い
ま
す
。
花
び
ら
も

キ
ク
花
の
よ
う
に
、
サ
ラ
ダ
や
酢
の
物
、
チ
ッ
プ
ス

や
ミ
ン
チ
炒
め
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
活
躍
す
る

根
や
葉
。

【
分
類
】

キ
ク
科
・
多
年
草

【
分
布
】

日
本
全
土
（
北
米
原
産
）

【
生
育
場
所
】
土
手
、
河
原
、
野
原

【
採
取
時
期
】
根
は
11
月
〜
３
月
、
花
は
８
月
〜

10
月

【
薬
効
】

糖
尿
病
、
胃
炎

「
江
戸
時
代
に
食
用
栽
培
種
と
し
て
入
っ
て
き
た

キ
ク
イ
モ
は
、
地
中
に
で
き
る
根
茎
を
食
し
ま
す
。

芋
と
聞
く
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
ホ
ク
ホ
ク

し
た
食
感
を
連
想
し
ま
す
が
、
じ
つ
は
ゴ
ボ
ウ
な
ど

と
同
じ
キ
ク
科
の
植
物
で
、
ナ
シ
の
よ
う
な
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
感
と
ゴ
ボ
ウ
に
似
た
香
り
が
特
徴
で
す
。

成
分
も
デ
ン
プ
ン
質
で
は
な
く
、
イ
ヌ
リ
ン
と
い

う
多
糖
類
を
多
く
含
む
た
め
、

健
康
食
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
弓
削
島
で
は
島
の

摘
み
菜
や
海
藻
、
味
噌
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
、
特
産
品

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
新
芽

も
ゆ
で
て
、
粉
か
つ
お
、
す

り
ご
ま
、
ご
ま
油
、
砂
糖
、

コ
チ
ジ
ャ
ン
で
あ
え
た
ナ
ル

ム
は
お
い
し
い
で
す
。

〜
摘
み
菜
料
理
〜

【
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
を
楽
し
む

キ
ク
イ
モ
の
若
芽
の
ミ
ン
チ
炒
め
】

①

春
か
ら
夏
の
若
い
芽
先
を
摘
み
、
塩
茹
で
し
、

水
に
さ
ら
し
ア
ク
を
ぬ
く

。

②

フ
ラ
イ
パ
ン
で
シ
ョ
ウ
ガ
と
ミ
ン
チ
肉
を
炒

め
①
の
水
気
を
し
ぼ
っ
た
も
の
を
加
え
て
更

に
炒
め
る
。

③

し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
で
調
味
し
、
ご
ま
を
か

け
る
。

【
こ
れ
ぞ
や
み
つ
き
に
な
る
味
、

キ
ク
イ
モ
の
味
噌
漬
】

①

洗
っ
た
塊
茎
は
２
〜
３
日
天
日
に
干
し
て
、

味
噌
と
み
り
ん
を
混
ぜ
た
床
へ
漬
け
込
む
。

丸
ご
と
な
ら
１
０
日
後
か
ら
薄
切
り
だ
と
翌

日
か
ら
食
べ
ら
れ
る
。

②

洗
っ
た
塊
茎
は
２
〜
３
日
天
日
に
干
し
て
、

梅
酢
や
甘
酢
に
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
た
キ
ク
イ

モ
を
漬
け
て
も
お
い
し
い
。
翌
日
か
ら
食
べ

ら
れ
る
。

ひ
ら
や

け
い
こ
（
阿
倍
野
区
）

[

健
康
管
理]

す
い
炎
の
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ,

油
分

の
多
い
食
事
、
胆
石
で
す
。
す
い
炎
は
吐
き
気
や
お

う
吐
を
伴
う
上
腹
部
や
左
背
部
の
激
し
い
痛
み
か
ら

始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
次
第
に
痛
み
が
強
く
な
り
ま

す
。
体
重
減
少
や
食
欲
低
下
、
全
身
の
け
ん
怠
感
な

ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
、
特
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み

過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
一
日
に
日
本
酒
な
ら

１
合
以
下
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
1
本
以
下
、
焼
酎

な
ら
２
０
０
㎖
の
コ
ッ
プ
半
分
以
下
な
ど
、
適
正
な

飲
酒
を
。

治
療
後
も
過
量
の
飲
酒
を
続
け
て
い
る
と
、
慢
性

的
な
す
い
炎
に
な
る
危
険
性
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

[

食
生
活]

肪
分
の
多
い
食
事
を
続
け
て
い
る
と
、
す
い
炎
を

招
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肉
類
や
揚
げ
物

な
ど
脂
っ
こ
い
食
事
を
し
た
後
、
痛
み
が
起
こ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
食
後
に
痛
み
を
繰
り
返
す

場
合
に
は
、
食
事
の
量
や
方
法
を
見
直
す
こ
と
が
大

切
。
1
日
ご
と
の
食
事
量
を
減
ら
し
、
１
日
４
～
５

回
に
分
け
て
食
べ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
揚
げ
物
、
炒
め
物
、
脂
肪
分
の
多
い
デ
ザ
ー

ト
類
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
低
脂
肪
な
メ
ニ
ュ
ー

に
切
り
替
え
る
な
ど
、
す
い
臓
に
与
え
る
負
担
を
軽

く
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
た

鶏
肉
の
お
ろ
し
煮
や
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
野
菜

の
ミ
ル
ク
煮
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～
た
く
さ
ん
笑
っ
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
～

笑
う
こ
と
は
免
疫
力
を
高
め
、
健
康
増
進
に
効
果

的
。
副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
脳
の
温
度
も
下
が

る
の
で
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
。
「
お

も
し
ろ
い
！
」
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
お
い

に
笑
い
ま
し
ょ
う
。

（
「
八
広
療
術
院
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

）

摘
み
菜
料
理

キ
ク
イ
モ

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
㉓

す
い
炎

吉
川

弘
美

(

東
住
吉
区)

・
神
苑
の
木
々
彩
づ
け
る
神
無
月

・
日
々
彩
を
重
ね
艶
め
く
冬
紅
葉

・
紅
葉
散
る
槻
並
木
や
中
之
島

け
や
き

俳

句

島村多恵子
(天王寺区)

キクイモの塊茎

キクイモの花



〇

新
わ
く
わ
く
町
中
散
策
（
第
４
回
）

～
堺
・
大
仙
公
園
を
巡
る
～

前
回
好
評
だ
っ
た
堺
探
訪
の
続
編
と
し
て
、
今

回
は
、
大
仙
公
園
を
訪
れ
ま
す
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
案
内
で
、
公
園
内
の
名
所
を
じ
っ
く
り
見
学

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
今
回
は
北
拠
点
か
ら
の
参
加
も
呼
び
か

け
ま
し
た
。

・
日
時
‥
12
月
８
日
（
土
）
10
～
13
時

・
集
合
‥
JR
阪
和
線
「
百
舌
鳥
駅
」
改
札
口

10
時

・
行
程
‥
「
仁
徳
天
皇
陵
」
古
墳
、
日
本
庭
園
、

平
成
の
森
、
堺
市
茶
室
・
黄
梅
庵
、

堺
市
博
物
館

・
費
用
…
１
７
０
０
円

（
昼
食
代
プ
ラ
ス
入
館
料
そ
の
他
）

・
申
込
‥
12
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
事
務
所
へ

〇

新
春
懇
親
会

今
回
は
、
ふ
ぐ
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
会
員

の
方
々
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

豪
華
景
品
の
当
た
る
ゲ
ー
ム
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
日
時
‥
１
月
20
日
（
日
）
12
時
～

・
場
所
‥
「
や
な
ぎ
季
節
の
味
処
」

天
王
寺
区
舟
橋
町
11
ー
４

（
JR
・
地
下
鉄
・
近
鉄
「
鶴
橋
駅
」

か
ら
徒
歩
３
分
）

・
会
費
‥
５
，
０
０
０
円

（
な
お
、
飲
み
代
は
各
自
で
負
担
）

☆

介
護
予
防
及
び
脳
ト
レ
運
動

教
室

12
月
は
お
休
み
で
す

☆

健
康
麻
雀
初
級

教
室

・
日
時
‥
12
月
1
日(

土)

12
月
15
日(

土)

1
月
5
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

☆

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

・
日
時
‥
12
月
12
日(

水)

13
時
半
～
15
時
半

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

・
教
材
‥｢

お
正
月
リ
ー
ス｣

(

1
5
0
0
円)

□

民
踊

同
好
会

・
日
時
‥
12
月
11
日(

火)

、
12
月
18
日(

火
）

1
月
8
日(

火)

13
時
～
15
時

・
場
所
‥｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

４
階

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
A

・
日
時
‥
12
月
1
日(

土)

12
月
15
日(

土)
1
月
5
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
B

・
日
時
‥
12
月
8
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
「
麻
雀
ア
ス
テ
ー
ル
」(

天
満
橋
駅)

□

手
編
み

同
好
会

・
日
時
‥
12
月
19
日(

水)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

絵
手
紙

同
好
会

・
日
時
‥
12
月
17
日(

月)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

俳
句

同
好
会

・
日
時
‥
12
月
15
日
（
土
）
10
時
～
12
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

12
月
は
お
休
み
で
す

□

オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

・
日
時
‥
12
月
11
日(

火)

13
時
～
16
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

拠
点
事
務
所

０
６
‐
６
７
１
０
‐
４
５
２
２

事
務
所
の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
10
時
～
16
時
で
、

土
曜
・
日
曜
・
祝(

休)

日
は
、
お
休
み
で
す
。

年
末
年
始
は
12
月
28
日
（
金
）
か
ら
1
月
6
日
（
日
）

ま
で
お
休
み
で
す
。

教
室
・
同
好
会

ご
案
内

◎ 時間預託活動

時 間 55 時間

提供者 20 人

◎ 奉仕活動

時 間 295 時間

提供者 31 人

◎ 会員数

入 会 1 世帯 1 人

退 会 1 世帯 2 人

◎ 月末会員数

178 世帯

225人

10月度 会員動向

催

事
等

ご
案
内

S
・
Ｔ
様
（
東
住
吉
区
）
か
ら
三
万
円
、

Ｍ
・
Ｔ
様
（
平
野
区
）
お
よ
び
Ｋ
・
Ｈ
様
（
生

野
区
）
か
ら
切
手
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ


